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3) 柿胃石の一治験例 2) 外傷は， i!去倒尻fをつき後頭部を打ったこVl:
萩市都志美病院和田擁人 と，手術は外傷発生後 135目にして行はれた。
村j胃石は文献上比較的稀な疾患、である。私は都志 3) 手!術々式は，腰麻下関腹術のみに依った。
美病院に於て，秋果実による巨大な胃結石を手術， の ヘルニア門は，背開IJ方に偏し， 4x5 cmの大
治癒せしめ得たので報告する。 きさの紡錘状をなし位置は， Bochdaleck孔附近に
症例患者平山某 59才女子。既往歴家族 相当すると考えられる。内容は，腸管の大部分で，
歴に特記すべき事なし。現病歴 昭和 29年9月よ 本邦例に於ても，斯かる高度のものは無かった点，
り胃部膨渦感あり。 10月初旬に鶏卵大の西条柿約 興味あるものと考える。 
10ケを空腹時金ベた所，以来胃昔[;不快感，食欲不振 5) 木邦，手術例58例，根治治験例 43例につい
体重減少が増強し 10月中旬入院すo て統計的観察の二，三の加へた。
現症体格栄養共に衰え，眼除結肢は負、lIIL'l立，舌
は白苔著明。心肺異常なく， Hb 50%，赤血球230 5) 放射性向位元嚢 p32によ Q消化管粘膜及び
万，尿，異常なく糞使、潜血(一〉畑虫卵〈ー〉であ 躍擦のラヂオオートグラフに就いて
った。局所所見呼気時に上腹部→左季肋下に凹 新井洋太郎
凸不平の硬い:語卵大の腫癌あり，圧痛軽度。レ線所 私は p32を術前 24時間 Prokro5 fLC皮注，摘出
見 胃休部中央に不整形の陰影欠損あり。嬬動，緊 標本;に於て，レ線フィルム及び原子核孔剤を使用，
張共に了C進す。腫癌の移動l生(ー〉。術前診断 胃 食道癌，胃疾患，結腸癌に於て 45例につきオートグ
後壁の腫痕(或は胃癌〉。 ラフを作成した。 1) 癌腫に就いて，健康粘膜に比
手術 ペルカミ :/S腰麻，上腹部正中切開，胃体 L，悪性腫場部は著明なる黒化を示めし，単位面積
部に表面粗，硬度弾性硬，可動i生の腫揺を J~虫れ胃切 内銀黒化粒子数に於て 2~4倍の値を示し，これは
開術にて胃石を摘出した。胃粘膜その他内臓には呉 G.M管によるカウト数と大体平行す。粘膜下転位
常なし。別出標本は表面凹凸不平，赤褐色，弾力 及び淋巴腺転位部も肉眼的よりもはるかに正確に証
硬， 60g，8.5 x 6.8 x 4.5 cm，断面は年輪形成(ー〉 明され得る。然し膝様癌に於ては，著明な p32の代
なるがスボ yチ、状で、種子，果皮とおぼしき部分を認、 謝を示めさなし、。胃腺腫にて悪性菱化を来したもの
めた。九大今井病理で化学的検査にて不溶性シプオ も，銀黒化粒子に於て胃癌と同様約 3倍の高値を示
ノーLの存在を確認し桁j胃石と断定するに至った。 した。 2) 良性臨場として胃裳腫を経験したが，黒
考按並びに総括 胃石は 1779年 Baudamantの 化度に於て1.2倍であり，正常粘膜と大差はみとめ
胃内毛髪塊の剖検例を鳴矢とする。柿胃石の本邦第 られなかった。 3) 胃潰療に於ては，潰痕縁は 
1例は 1913年永富氏で.その後，右b胃石は今回の自 Narbeにて細胞活動の少ない為，癌腫とは全く反
験例を併せて 67例を算するに至る。胃石の分類は 対に黒化度の減少をみとめられた。
省略するが，現在では柿果実中の可溶性シプオ{ノr..- 4) 特記すべきは胃炎の像であり，胃炎の程度に
が胃内にて不溶性シプオールを生じ不消化物の集積 より正常部に比して 1.2--1.3倍の黒化度を示す。此
謬着を来すのだと発生機転が云われているが，今回 れは胃と十二指腸潰寝症例に於ては各々 50%，癌腫
の如く比較的急速な腫腐形成と粗暴な右liJ長坂の既往 に於ては 10%の陽性率を示めしたが，幽門部癌に
症の二条件を有する胃腸障碍患者の診断には，特に 於て， 7例に全く陰性で、あったことは興味あること
レ線診断上でも相j胃石を念頭に置くべき事を強調す に思う。胃炎のある部の組織所見には，比較的著明
る。終りに御助言を賜った都志美院長に深謝する。 の黒化の場合には，lF常幽門部粘膜は消失して~形
腺翻胞の増殖及び円形紘胞の侵潤像が著明で軽度の
め腸管の大部分を内容とせる横隔膜へ)1/:.アの 黒化を示した症例では，陣l門部粘膜の剥離及び円形
ー治験例 |細胞浸潤の像がみられた。
水戸日赤病院渡辺忠保 現今に於て以上の様なオートグラフは文献上みる
結論 ことが出来ず， G.M管による消化管粘膜及び腫疹 
1) 食思不振， nlu~吐を主訴とした 1 年 3 ヶ月の男 の診断の基礎実験として極めて有意義と思われる。
子の左側l外傷性へノレニアの 1例に根治手術を施行治 癌腫のミクロオートグラフを研討するに同一癌腫
癒せしめ得.た。 に於ても特に放射能の強い部分は，第Iに核は大き
